
第４学年  総合的な学習の時間（人権）学習指導案                           

１ 主題    共に生きる 

２ 主題設定の理由（省略） 

３ ねらい 

  災害時に発生する様々な人権問題について理解し、誰もが大切にされ、共に生きてい

けるよう行動していこうとする態度を育てる。 

４ 指導計画 

 【  】普遍的なテーマ・個別人権課題名 

 

主題に関する人権学習 

 

主題に関わる教科等・行事 

○国語科「もしものときにそなえよう」 

【災害時における人権問題】…12時間 

 

 

○社会科「自然災害にそなえるまちづくり」 

【災害時における人権問題】…９時間 

 

 

〇道徳科「よもぎ荘との交流」 

【高齢者】…１時間 

 

 

○総合的な学習の時間 

「ふれ愛の輪を広げよう」 

【障がい者】…28時間 

 

 

〇道徳科「わたしのなやみ」 

【障がい者】…１時間 

主題を支える常時指導 

 

 

 

 

これまでの学習 

〇道徳科 

「神戸のふっこうは、ぼくらの手で」 

 【共に生きる】・・・1時間 

○総合的な学習の時間 

「避難所ってどんなところ」 

【共に生きる】・・・２時間 

これからの学習 

〇総合的な学習の時間 

「自分にできることを発信しよう」 

【共に生きる】・・・２時間  

 

        

お助け係 

給食の準備や係の仕 

事などで、人が足りな

い時に助ける役割を学

級全員で分担する。そ

うすることで共に支え

合うよさを感じられる

ようにする。 

クラス遊び 

週に１度、外遊び係と 

中遊び係が交互にクラス

遊びを計画する。学級全

員で遊ぶ活動を通して、

クラスの一体感を高め

る。 

あったかカード 

友達からしてもらった 

うれしかったことや友達

がしているすごいなと思

ったことを掲示すること

で、友達や自分を大切に

する心を育てる。 

現在の学習 

〇総合的な学習の時間 

「津田の避難所における生活につ

いて考えよう」 

 【共に生きる】・・・３時間 

（本時３／３） 



５ 本時について 

（１）本時の目標 

    避難所において、自分にできそうなことについて友達と共に考え合う活動を通し

て、相手の立場に立って考え行動していこうとする意欲を高める。 

 

（２）普遍的な学習のテーマ 共に生きる 

個別人権課題名    災害時における人権問題 

 

（３）本時の展開 

学習活動 指導上の留意点 

１ 前時の学習を振り返り、本時の課題 

を共有する。 

 

 

 

 

２ 自分たちにどんなことができそうか 

を考え、グループで話し合う。 

 

 

 

３ グループで話し合ったことをもとに 

して全体の場で発表し合う。 

 

 

 

 

４ 本時のまとめをする。 

〇 前時に考えた、避難してくる人々の困り

感を確認し、本時の課題をつかむことがで

きるようにする。 

 

 

 

〇 友達の意見を受け入れて、建設的な言葉

を返していくようなルールを設定すること

で、安心していろいろな意見を出すことが

できるよう促す。          ② 

                                      

〇 避難所の生活で互いの人権を大切にして

いくためには、どんなことに配慮しなけれ

ばならないかを問うことで、自分の考えだ

けではなく、相手の思いも考えることの大

切さに気付くことができようにする。 ①       

                

〇 今回の話し合いから、今後心がけたいこ

とはないかを問うことにより、普段の生活

から、行動していこうとする意欲を高める

ことができるようにする。 

 

 

（４）評 価 

・ 自分がよかれと思ってすることだけが支援ではないことに気付き、相手の思いを考

えて行動することの大切さに気付くことができたか。  【価値的・態度的側面】① 

 

・ 自分の考えを友達に伝えたり、友達の考えに対して建設的な発言で返したりするこ

とができたか。                       【技能的側面】② 

避難所で共に生活をしていくために、自分にはどんなことができるだろうか。 


